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Digital Voice Editor 2 


取巧説明書 


お買い上げいただきありびとラございまず。 


この取扱説明書は、付属の 「Digital Voice Editor 」 ソフトウエアのインス 
I -ールち法と基本的な使いかたを簡単に説明しています。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 
なお、最新の情報び CD - ROM の Readme . txt ファイルに記載されています 


ので、併せてお読みください。 


__ この説明書は100%ち紙 

mfK 再生紙と VOC (揮発性有 
機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用しています。 


© 2003 Sony Corporation Printed in Japan http :// www . sony . co . jp / 


はじめに 


この取扱説明書では、付属のソフトウェアのインスト 
ール方法と使いかたを簡単に説明します。詳しい操作 
の説明は、オンラインヘルプにあります。本書裏面の 
「オンラインヘルプを使う」をご覧になり、オンライン 
ヘルプをお読みください。また、始める前に、 IC レコ 
ーダー本体の取扱説明書をご覧 < ださい。 


□権利者の許諾を得ることなく、このソフトウエ 
アを賃貸に使用することは、著作権法上禁止さ 
れております。 

□ このソフトウエアを使用したことによって生じ 
た金銭上の損害、逸失利益、および第兰者から 
のいかなる請求等につさましてを、当社は一切 
その責任を負いかねます。 

□万一、製造上の原因による不良びありましたら 
お取り替えいたします。それ iU 外の責はご容赦 
ください。 

□ このソフトウエアは、指定された装置似外には 
使用でさません。 

□ このソフトウエアの仕様は、改良のため予告な 
く変更することびありますび、ご了承くださ 
い。 


Program ⑥1999, 2000, 2001,2002, 2003, 2004 
Sony Corporation 

Documentation ⑥2003 Sony Corporation 

Digital Voice Editor はけ下のソフトウェアモジュールを使用 
しています。 

Microsoft ® DirectX ® 

© 2001 Microsoft Corporation . All Rights Reserved . 

• "Memory Stick " ("メモ U — スティック"）および 
は、ソニー株式会社の商標です。 

• "MagicGate Memory Stick " ("マジックゲート メモ U — 
スティック"）は、ソニー株式会社の商標です。 

• “ LPEC " およびしは、ソニー株式会社の商標です。 

• IBM 、 PC/AT および ViaVoice は米国 International Business 
Machines Corporation の登録商標です。 

• Microsoft 、 Windows 、 Outlook、DirectX は米国 
Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登録 
商標または商標です。 

Copyright ⑥1995 Microsoft Corporation . All Rights 
Reserved . 

Portion Copyright ©1995 Microsoft Corporation 

• DragonSpeech は ScanSoft , Inc . の商標です。 

• Macintosh は、米国その他の国で登録された米国アップルコ 
ンピュータ社の商標です。 

• Pentium は、 Intel Corporation の登録商標です。 

• Eudora、Eudora Pro は QUALCOMM Incorporated の登 
録商標です。 

• その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開 
発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、本文中では 
TM 、 ⑩マークは明記していません。 

H ごを意 

• 本ソフトウェアは、この取扱説明書の画面と一部違ラところ 
びある場合びあります。 

• この取扱説明書は、お客様び Windows ® のき本操作に習熟し 
ていることを前提にしています。パソコンの操作について 
は、お使いのパソコンの取扱説明書をご覧<ださい。 

• 操作説明のイラストは、に D - S / に D - ST / に D - SX / に D - MS / 
ICD-BP シリーズのにレコーダーと接続した場合のわのを使 
用しています。 


Digital Voice Editor でできること 


Digital Voice Editor を 使って、 ソ ニーに レ〕ーダーに 録 
音した用件をパソコンに取り込み、用件の管理、再生など 
を行うことびでさます。なお、お使いになるにレコーダ 
一によって、一部機能び制限される場合びあります。 

♦にレコーダーで録音した用件をパソコンに取り込む 

に レコーダーに録音した用件を、 USB 接続または"メ 
モ U —スティック’’経由で、用件単位、フォルダ単 
位、または全用件ごとパソコンの八ードディスクなど 
に保存でさます。保を形式は、"メモ U —スティック’’ 
などの MSV ( LPEC ) ファイル aCD - S シ U - ズ/ に D - 
MS 5 XX シ U - ズ用 ）、 MSV ( ADPCM ) ファイル 
aCD - MS 1/ MS 2 用）、ソニー独自の DVF ファイル 
aCD - BP / に D - ST / に D - SX シ IJ -ズ用）、 Windows 標 
準の WAV ファイルから選べます。 

♦パソコン上で用件を再生ずる 

用件をパソコン上で再生することびでさます。通常の 
再生のほか、バ牛 U ピート再生、 AB 間 U ピート再生、 
イージーサーチ、ブックマーク再生を行うことびでさ 
ます。また、再生スピードの調節を可能です。 

♦パソコンに保存した用件対 C レコーダーに追加、にレ 
コーダーで 再生ずる 

一度パソコンに保存した用件はをちろん、 E - mail など 
で受け取った音声ファイル （ DVF、MSV ( LPEC / 
ADPCM )、 WAV 形式つを用件単位、フォルダ単位 
で、 USB 接続または"メモ U - スティック’’経由で、 

IC レコーダーに追加することびでさます。追加した用 
件は、 IC レコーダー上で再生でさます。 

* USB 接続で追加する場合は、 IC レコーダーに合ったファイル 
形式で追加されます。"メモ U —スティック"経由で追加する 
場合は、追加するファイル形式の設定び必要です。 


参パソコン上でにレコーダー内またはパソコンに保存さ 
れた用件を編集ずる 

用件タイトルやユーヴー名の変更、用件のソート、重要マ 
ークやブックマークの設定/解除、用件の分割/結合など、 
パソコン上でさまざまな編集び可能です。 に レコーダー内 
の用件については、パソコン上で順番を移動させることび 
できます。また、パソコン内に保をされた用件については、 
音声ファイル形式を変換して保をすることびでさます。 

参その他の便利な使いかた 

- Microsoft Outlook Express などの MAPI 対応の 
メール送信ソフトウェアを利用して音声ファイルを 
添付して音声メールを送れます。 

一株式会社アスキーソ U ユー シヨ ンズの音声認識ソフ 
トウェア DragonSpeech Select または IBM 社の音 
声認識ソフトウェア ViaVoice との組み合わせで 、 IC 
レ〕ーダーで録音し 、 Digital Voice Editor でパソ〕 
ンに取り込んだ音声を、文字に変換（テキスト変換） 
することびでさます。 

- Digital Voice Editor 側で に レコーダーのユーヴ ー 
名、タイマー録音やアラーム再生の設定/解除やそ 
の他の動作モードなどを変更することびでさます （IC 
レコーダーに よっては、機能び制限されます)。 

-CD Recording Tool for DVE を起動して、 CD の音 
声を再生したり、パソコンの八ードディスクに 
Digital Voice Editor の音声ファイル形式で保存する 
ことびでさます。保存したファイルは 、 Digital 
Voice Editor を使って に レコーダーに追加できま 
す。に D Recording Tool for DVE は、個人の使用 
の範囲内でお使いください。） 

各操作の詳細はオンラインヘルプを参照してください。 


^準備 

化要なシステム構巧 

付属のソフトウェアを使ラためには、次のよラな八一 
ドウェア、ソフトウェアび必要です。 

■政下の性能を満たした旧 M PC / AT およびその互換機 
(NEC PC -98 シ U —ズとその互換機、自作 PC では動作保証 
いたしません。また 、 Macintosh には対応して いません。） 
-CPU : 266 MHz 政上の Pentium ® ll プ□セッサも 
しくは同等の性能を有するプ□セッサ 
一 RAM 容量： 64 M バイト政上 
-八ードディスクの空き容量： 70 M バイト政上盾 
声データの扱い量に比例して多<の空さ容量び必要です。） 
-ドライブ： CD - ROM ドライブ/ "メモ U - ス 
ティック"ドライブ 

-通信ポート： US 目ポートっ（従来の US 目 1.1 に対応） 
-サウンドボード ： Sound Blaster 16互換 
-ディスプレイ：八イカラー (16 ビットカラー)政 
上、800 X 48日ドット政上 
■0 S : Microsoft Windows ® XP Professional / 
Home Edition 、 Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® Millennium Edition 、 Windows ® 98 
Second Edition 、 Windows ® 98 標準インストール 
(日本語版）つ （ Windows ® 9日、 Windows ® NT には対応 
していません。） 

*1 に レコーダーと接続せず、"メモ U - スティック"に録 
音した用件を直接パソコンに取り込む場合に必要です。 
パソコン本体に"メモ U —スティック"の挿入□びない 
場合は、しソ下のいずれかの"メモ U —スティック"対応 
アダプター(別売り）び必要になります。 

• "メモ U - スティック"用 PC 力ードアダプター ( MSAC - 
PC 3 など）（パソコンに PC 力ード挿入口びある場合） 

• USB 対応メモ U - スティック U - ダー/ライター 
( MSAC - US 70 など） 

"メモ I 」ースティック"対応アダプターによっては、上記じ(外 
の条件を必要とする場合びあります。フ□ッピーディスクア 
ダプタ ー( MSAC - FD 2 A ) のご使用は推奨いたしません。 


*2 USB 端テ付きにレコーダーとパソコンを接続する場合に必 
要です。または、"メモ U —スティック"を‘‘メモ U —スティ 
ック"の挿入□びないパソコンに、 USB 対応メモ U - スティ 
ック U —ダー/ライターで接続する際にち必要です。 

*3 Windows ® 2000 Professional では、通常の使用は必ず 
管理ち権限 （ Administrators )、 または標準ユーヴー権限 
(Power Users ) に所属するユーヴー名で□グオンしてお 
使いください。制限ユーヴー権限 ( Users ) に所属するユ 
ーヴー名では使用でさません。 

Windows ® XP Professional/Home Edition では、通常 
の使用は必ず「コンピュータの管理ち」に所属するユーヴ 
一名で□グオンしてお使いください。「制限付さアカウン 
卜」に所属するユーヴー名では使用でさません。 

音芦認識をお使いになる場合のごま意 

株式会社アスキーソ U ューシヨンズの DragonSpeech 
Select (別売り）と組み合わせて音声認識機能を使う場 
合は、上記に加えて DragonSpeech び必要なシステム 
構成（動作環境）わ満たしている必要びあります。音声 
認識について詳しくは別冊の 「 DragonSpeech 音声認 
識の手引さ」をご覧ください。 

音声メール送信機能をお使いになる場合のご注意 

政下のメールソフトウエアと組み合わせてお使いになれ 
ます。上記に加えてお使いになるソフトウエアび必要な 
システム構成（動作環境）ち満たしている必要びありま 
す。なお、音声メールを送るには、別途インターネット 
サービスプ□ノ（イダと契約する必要びあります。 

• Microsoft ® Outlook Express 5.0/5.5/6.0 

• Microsoft ® Outlook 2000/2002/2003 

• Eudora Pro 4.2- J、Eudora 4.3 -J (ペイドモー 
ド） /5.0- J /5.1- J /6 J 


Digital Voice Editor をインストールする 


Digital Voice Editor をパソコンの八ードディスクなど 
にインス I -ールします。 

H ごミ主意 

• Digital Voice Editor をインストールする前ににレ〕ーダー 
をパソコンに接続しないでください。 先に接続した場合、 

IC レコーダーを認識できません。 

• Windows ® 2000 Professiona 止でインストールを行う場 
合、必ずユーヴー名 「 Administrator 」 で□グオンした後に 
行ってください。 

• Windows®XP Professional/Home Edition 上でインスト 
ールを行ラ場合、必ず「コンピュータの管理者」 * に所属す 
るユーヴー名（半角英数字のみ）で□グオンした後に行って 
<ださい。 

* ユーヴー名び「コンピュータの管理者」に所属しているか 
の確認は、 Windows の[コント□-ルパネル]-[ユーヴ 
ーアカウント]を開さ、表示されるユーヴー名の下の部分 
をご覧ください。 

• 本ソフトウェアをインス!ルすると、インス!ル先の 
0 S によっては Microsoft DirectX のモジュールびインスト 
ールされる場合びあります。このモジュールは本ソフトウェ 
アのアンインス I -ールによって削除はされません。 

• インストールを始める前に、 Windows の他のアプ U ケーシ 
ヨンは終了させておいてください。既をの Digital Voice 
Editor を起動している場合わ終了させてください。 

• 本ソフトウェアをインストールした後に 、 Memory Stick 
Voice Editor 1.0/1. 1/1 .2/2.0 をインス I ルしないでくだ 
さい。本ソフトウェアび正常に動作しなくなります。（本ソ 
フトウェアで"メモ U - スティック"上の用件の操作、編集 
びでさます。） 

1 にレコーダーを接続していないことを確認し、パ 
ソコンの電源を入れ、 Windows ® を起動する。 

2 付属の CD - ROM を CD - ROM ドライブに挿入 
する。 

CD - ROM を入れると、インストーラーび自動的に 
起動し、次の画面び表示されます。起動されない場 
合は [ Japanese ] フォルダの中の 
DDVEsetup . exe ] をダブルク U ックしてください。 



が Digital Voice Editor の旧バージョン / Memory 
Stick Voice Editor をインス I ルしている場合 

旧バージョンの Digital Voice Editor/Memory Stick Voice 
Editor を削除するダイア□グボックスび表示されます。画面 
の指示に従ってアンインストールを行ってください。佣件 
ファイルは削除されません。）アンインストールび終わる 
と、上の画面び表示されます。 

3 [次へ]をクリックする。 

「使用許諾契約」画面び表示されます。 

4 使用許諾契約の内容を確認し、[同意します] 

をクリックする。 

ソフトウエア使用許諾契約書の内容をよくご確認 
ください。[同意します]をク U ックすると、[才 
ーナー名入力]ダイア□グボックスび表示されま 
す。 



5 才ーナー名を入力する。 

才ーナー名は 、 Digital Voice Editor の使用権限と 

範囲を制限するために設定します。複数のパソコン 

でお使いになる場合は必ず同一のオーナー名をお使 

い < ださい。 

D ごミち意 

• 一度入力したオーナー名は変更することはでさません 
ので、書さ留めて保管しておいて<ださい。 

• CD から録音されたファイルは録音を行ったパソコンと 
異なるオーナー名のパソコンでは使用でさません。不 
正なデータ改ざんを行った場合や、個人の使用の範囲 
外でファイルび使用された場合は、ファイルび再生で 
きなくなったり 、 Digital Voice Editor び起動できなく 
なる場合びあります。 

「インス I -ール先の選択」画面び表示されます。 



I 吹禪 'y'lj 


— キトンセル」 


6 インストール巧のフオルダを確認し、[次へ]を 
クリックする。 

「アイコンのグループ名設定」画面び表示されます。 

7 登録するプ□グラムグループ名を確認し[次へ] 
をクリックする。 

「ファイルのコピー」画面び表示されます。 

8 [インス!ル]をクリックする。 

インス!-ールび終わると、「インス!-ールの完了」画面 
び表示されます。 
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9 [完了]をクリックする。 

インス!-ール画面び閉じます。[再起動]のダイア 
□グボックスび表示されたら [0 K ] をク U ックし 
て、再起動します。再起動後、インス!-ールび完了 
します。 


アンインストールずる 

このソフトウエアび不要になった場合は、な下の手順で 
削除して < ださい。 

1 [スタート]ボタンをクリックし、[プ□グラ 
ム]— ► [Sony Digital Voice Editor 2] —► 
[アンインストール]を順に選ぶ。 

アンインス I -ーラーび起動されます。 

2 画面の表示に従つて操作する。 


H ごを意 

このソフトウェアを一度インス!ルしたあと、別のドライ 
ブまたはフオルダに移動させる場合は、アンインストールし 
てから再度インストールを行ってください。ファイルを移動 
しただけでは、ソフトウェアは動作しなくなります。 

原 戲赶一[コント□-ルパネル]一[アプ U ケーシヨンの追 
加と削除]でもアンインス I -ーラーを起動することびでさます。 

磨 ソフトウェアを削除しても、パソコンに保ちした用件フアイ 
ルは削除されません。 


IC レコーダーをパソコンに接続ずる 


に レコーダーとパソコンで用件をやりとりするために 
は、 IC レコーダーをパソコンに接続します。お使いに 
なる に レコーダーによつて接続ち法び異なります。 


USB 経由で接続する 
(USB 端子付まにレコーダー） 

にレコーダーの US 目端テとパソコンの USB ポート 
を、付属の USB 接続ケーブルで接続します。 

USB 接続ケーブルは、 1 C レコーダーとパソコンの電 
源を入れた状態で抜さ差しでさます。接続するとすぐ 
にパソコン側でにレコーダーを認識することびでき、 



• にレコーダーをパソコンに接続する前に必ずソフトウェア 
(お使いになるにレコーダーのドライバと Digi ね I Voice 
Editor ) をインストールしておいてください。ソフトウェ 
アをインストールしないで接続した場合、「新しいデバイス 
の検索ウィヴード」などび表示されますび、その場合は[キ 
ヤンセル]をク U ックしてください。 

• お使いのにレコーダーによっては、はじめてパソコンの 
USB ポートに接続した場合、 Windows®XP 
Professional/Home Edition 上では、「新しいデバイスの 
検索ウィヴード」び表示されます。[ソフトウェアを自動的 
に追加する]を選択し、[次へ]をク U ックしてください。 
ここで「八ードウェアのインス I -ール」といラ警告び表示さ 
れる場合びありますび、動作上問題はありませんので、[続 
行]を選択してください。 

• 1台のパソコンに2台しソ上の USB 機器を接続した場合の動作 
保証はいたしかねます。 

• USB 八ブ、または USB 延長ケーブルをご使用の場合の動作 
保証はいたしかねます。必ず、付属の専用 USB ケーブルの 
みで接続して < ださい。 

• 同時にお使いになる USB 機器によっては、正常に動作しな 
いことびあります。 

• パソコン接続時は IC レコーダーの電池残量 （ tC 3 i 個点打 
上）を確認してから使用してください。電池の残量び少な 
い場合、通信びできないことびあります。に D - ST / S / SX シ 
I 」ーズの場合、 AC ノ くワーアダプターをお使いになれます。 

• パソコンとは必要なときだけ接続することをおすすめしま 
す。パソコンを使って操作しないとさは、 USB 接続ケーブ 
ルははずしておいてください。 

リムーバブルディスクとして使う （ ICD - 
MS 51 5/に D - S シリーズのみ） 

-テータス トレージ機能り CD-S シリーズ） 

—メモリースティックリータ’一/ライター機能 
(USB 端モ付きメモリースティックにレコータ’一） 

にレコーダーとパソコンを US 目経由で接続すると、 

パソコン上にあるにレコーダーで録音した音声ファイ 

ルな外の画像やテキストなどのファイルをにレコーダ 

一や"メモ U —スティック’’に一時保存でさます。 


1 にレコーダーとパソコンを USB 経由で接続する。 

2 Windows 上で「マイコンピュータ」を開き、リ 
ムーバブルディスクび新しく認識されているこ 
とを確認する。 

3 エクスプ□—ラなどを用いて、パソコン上のファイ 
ルをリムーバブルディスクにコピーする。 

a ごを意 

• Digital Voice Editor を使用せずに保存したファイルは 
Digital Voice Editor に対応しているファイル形式であって 
わ 、 IC レコーダーでは再生および表示でさません。 

• エクスプ□ーラなどで U ムーバブルディスクの中身を表示さ 
せた場合、 V 0 に E フォルダび表示されますび、 VOICE フォ 
ルダ内のファイルの移動、コピー、追加、削除は必ず Digi ね I 
Voice Editor をお使いください。 

• 保ちしたデータの容量に応じて、 IC レコーダーの録音可能時 
間び短くなります。 

• パソコンで U ムーバブルディスクの初期化（フォーマット） 
は行わないで < ださい。 

"メモリースティック"をパソコン 
に取り付けるり CD - MS シリーズ） 

に レコーダーから ソモ U - スティック"を 抜き、" メ 

モ U —スティック’’をパソコンに取り付けます。 

お使いのパソコンに専用ス□ットびある場合 

パソコンの"メモ IJ - スティック’’専用ス□ットに直接 

挿入します。 


お使いのパソコンに専用ス□ットびない場合 

似下のいずれかを使用します。いずれの場合をあらか 
じめドライバのインス!-ールび必要です。詳しくはお 
使いになる別売り機器の説明書をご覧ください。 

• 別売りのソニー PC 力ードアダプター （ MSAC - PC 3 
など）を使ラ 

PC カードアダプターに"メモ U —スティック’’を差 
し込み、 PC カードアダプターをパソコンの PC カー 
ドス□ットに挿入します。 

B ごミ主意 

PC カードアダプターを使うときは、必ず"メモリースティ 
ック"の LOCK スイッチを解除してください。 

• 別売りのソニ ー USB 対応メモリースティックリータ‘一/ 
ライター ( MSAC - US 70 など）を使う 

メモ U —スティック U —ダー/ライターを付属の接続 
ケーブルでパソコンの USB ポートにつなぎ、メモ 
U —スティック U —ダー/ライターに"メモ U —ス 
テイック"を差し込みます。 


巧応しているファイル形式について 


Digital Voice Editor では、次のファイル形式の用件 
を、パソコンの八ードディスクに保存、再生、編集で 
さます。ファイル形式によっては、一部の機能び制限 
されます。詳しくは、オンラインヘルプの「対応して 
いるファイル形式について」をご覧ください。 

■ DVF ファイルお式 [ LPEC : に D - SX / ST シリ ー ズ用/に D - 
SXx 5 シリーズ用 ] (Digi ね I Voice File / 拡張子： . dvf ) 

USB 端テ付きのにレコーダーに D - ST / SX シ U - ズ、 

に D - SXx 5 シリーズでの録音に使用される音声ファイ 
ル形式です。録音モードは、 ST、STLP ( ICD-SXxS 
シ U —ズのみ)、 SP 、 LP から選べます。 

■ DVF ファイルお式 [ LPEC : に D - BPxSO シリーズ用] 
(Digital Voice File / 拡張テ： . dvf ) 

USB 端子付きのにレ〕ーダーに D - BP 250/ BP 450 
での録音に使用されるモノラル音声ファイル形式で 
す。録音モードは、 SP 、 LP から選べます。 LP モー 
ドの音質び、に D - BPX 20 シ U - ズ用 DVF ファイル 
の LP モードの音質よりを改善されています。 

■ DVF ファイルお式 [ LPEC : に D - BPX 20 シリーズ用] 
(Digital Voice File / 拡張テ： . dvf ) 

USB 端子付きのにレコーダーに D - BP 120/ BP 220/ 
BP 320 での録音に使用されるモノラル音声ファイル 
形式です。録音モードは、 SP 、 LP から選べます。 

■ MSV ( LPEC ) ファイルお式 （Memory Stick 
Voice / J 広張子：. msv ) 

にレコーダーに D - S シ U - ズまたはに D - MS 5 XX シ 
U —ズでの録音に使用される音声ファイル形式です。 


■ MSV ( ADPCM ) ファイルお式 （Memory Stick 
Voice / J 広張テ：. msv ) 

メモ U - スティックにレ〕ーダーに D - MS 1/ MS 2 で 
の録音に使用される音声ファイル形式です。 

■ WAV ファイルお式 （WAV File [8KHz/1 1 KHz/ 
16KHzv 16bi しモノラル] [44.1 KHz 、 16bi しステ 
レオ]/拡張子：. wav ) 

パソコンの一般的なアプ U ケーシヨンでの録音に使用 
される PCM 8/11/1 6/44.1 KHz 、16 bit 、 モノラル 
(44.1 KHz のみステレオ）の音声ファイル形式です。 

■ MP 3 ファイルお式 (MPEG Audio Layers File / J 広 
張モ . mp 3) 

インターネット上で音楽などのデジタル音声の配信に 
広く利用されている音声ファイル形式です。 

a ごま意 

Digital Voice Editor では、用件ファイルを MP 3 形式に変換 
したり、保をすることはでさません。 

が録音モード （ ST / STLP / SP / LP ) について 

より良い音質で録音したいときは、 ST または STLP モードをお 
使いください。ファイルサイズは、音質び良くなるに従って、 

LP 、 SP 、 STLP 、 ST の順に大きくなります。 

ST : ステレオ標準モード STLP : ステレオ長時間モード 

SP : モノラル標準モード LP : モノラル長時間モード 

a ごミ主意 

に S ファイル形式（にレコーダーに D - R 100/ R 200胤は非対応 
のため、表示されません。 ICS コンバーター ( http :// 

WWW. Sony . co . jp / support - pa / からダウン□—ド可能です）を 
使用して、ファイル形式を変換すると Digital Voice Editor 上 
でお使いになれます。 























































































Windows ® を起動する。 

[スタート]-[プ□グラム]を順に開き、プロ 
グラムメニューの中の [Sony Digital Voice 
Editor 2] か 5 [Digital Voice Editor 2] をク 
リックする。 

Digital Voice Editor び起動し、メイン画面び表 
示されます。 に レコーダー 内または"メモ IJ ース 
テイック"内のデータび自動的に読み込まれ、 1 C 
レコーダー 側用件表示部に 1 C レコーダー 内の用件 
フオルダと用件ファイルび表示されます。 



H ごを意 

はじめて起動したときは、起動画面の後、手順 3 のにレコ 
ーダー選択ダイア □ グボックスび表示されます。 

にレコーダー側用件表示部に何も表示されてい 
ない場合は、にレコーターコンボボックスか 
5、読み込みたいにレコーダーまたは"メモリ 
—スティック"ドライブを指定し、 [0 K ] をクリ 
ックする。 



選択した に レコーダーまたは "メモ U - ステ ィッ 
ク"の用件フオルダ（"メモ U - スティック"ドラ 
イブやに D-S シ U —ズを選んだ場合は、 V 0 に E フ 
オルダ内の用件フォルダ）びフォルダ表示部に表 
示されます。 


D ご汪思 

• ドライブ名や 1 C レコーダーの表示は、お使いになって 
いるパソコンの環境や設定、 1 C レコーダーの機種、"メ 
モ U —スティック"の接続環境によって異なります。 

• "メモリースティック"ドライブやに D - S シ U - ズを指 
定した場合、指定したドライブに V 0 に E フォルダび含 
まれていない場合は、には用件フォルダびありませ 
ん。新規作成しますか？」といラダイア□グボックスび 
表示されます。[はい]をク U ックすると、メモ U —の初 
期設定を行ってからメイン画面び表示されます。[いい 
え]をク U ックすると 1 C レコーダー選択ダイア□グボッ 
クスび表示されます。 

• にレコーダーコンボボックスに、接続しているにレコー 
夕'一び表示されない場合は、 接続を確認して < ださい。 

• メモ U - スティックにレコーダー(に D-MS シ U - ズ） 
を接続した場合、お使いの機器の名前は 1 C レコーダー 
コンボボックスには表示されませんので、"メモ U —ス 
ティック"ドライブを選んでください。 

• 1 C レコーダー側のフォルダ数は、お使いになっている 
にレコーダーによって異なります。 

終了する 

画面ち上の[ X ]ボタンをク U ックするか、[ファイル] 
メニューから[終了]をク IJ ックします。 


オンラインヘルプを巧う 

各メニューの内容や詳しい説明についてはオンライン 
ヘルプを、最新情報については Readme をご覧くださ 
い。 Readme を開くには、[スタート]ボタンをク U ッ 
クし、[プ□グラム]一に ony Digital Voice Editor 
2] -[はじめにお読みください]を選びます。 

オンラインヘルプを表示する 

下記のいずれかを行ってください。 

• [スタート]ボタンをク U ックし、[プログラム]^ 
[Sony Digital Voice Editor 2] 一 [ヘルスを選ぶ。 

• Digital Voice Editor を起動した状態で、[ヘルス 
メニューから[使用ち法]を選ぶ。 

• Digi ね I Voice Editor を起動した状態で、ツールバー 
の g ボタンをク U ックする。 


喘作 

Digital Voice Editor を起動ずる 


用件をパソコンに巧をずる 




ゾイン画面の各部の名前と働を 


^その他 


巧障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、をう一度下記項目をチェックしてみてください。それでを解ミ夫しない場合、ご不明な点 
は、下記に記載のパーソナルオーディオ•カスタマーサポートページをご覧いただくか、お客さまご相談センター 
までお問い合わせください。 IC レコーダーの取扱説明書をあわせてご覧ください。 

症状 

原因/対策 

インス I -ールでさない。 

•八ードディスクの空さ容量び少ない。 

^容量を確認してください。 

• Windows ®9 己/ NT にインス I -- ルしようとした。 

一対応している 0 S にインス I -- ルしてください。 （ Wiridows ®95/ NT には対応していませ 
ん。） 

• Windows®XP Professional/Home Edition 上で「制限付きアカウント」に所属するユー 
ヴー名で□グオンしている。 

一「コンピュータの管理者」に所属するユーヴー名（半角英数）で□グオンしてください。 

• Windows ® 2000 Professional 上で全角のユーヴー名で□グオンしている。 

一 「 Administrator 」 で□グオンしてください。 

• 日本語じ(外の 0 S にインス I -ールしよラとした。 

一日本語の 0 S にインストールしてください。 

にレコーダーを US 目接続 
すると、「八ードウエアの 
インストール」といラ警告 
び表示される。 

• にレコーダーによっては、 Wiridows ® XP 上ではじめて接続した場合に表示される場合びあ 
ります。動作上問題はありませんので、[続行]を選択してください。 

にレコーダーまたは 
"メモ IJ ースティック’’と 
接続でさない。 

•ソフトウェアのインス!-ール、接続ケーブルや"メモ U —スティック"の接続などを正しく 
行ったか確認してください。 

-お使いのにレコーダーのドライバをインス I -ールしてください。 

-外付け USB 八ブをご使用の場合には、直接パソコンに接続してください。 

-にレコーダー側の接続ケーブルを抜き差ししてください。 

-他の US 目ポートで接続してみてください。 

-"メモリースティック"またはに D - S シ U - ズのドライブび正しく認識されているか確認し 
てください。また、アダプターをお使いの場合は、正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

• システムヴスペンド/システムノ\イノくネーシヨンモードに移行している。 

ーシステムサスペンド/システム八イバネーシヨンモードに移行しないでください。 

にレコーダーび動作 
しない 

•パソコンで初期化（フォーマット）している。 

^にレコーダーで初期化を行ってください。詳しくは、にレコーダーの取扱説明書をご覧 
ください。 aCD - BP / ST / SX シリーズには初期化機能はありません。） 

再生音量びルさい、 

音び出ない。 

• ヴウンドボードびついていない。 

•パソコンにスピーカーび内蔵または接続されていない。 

•三ュートび解除されていない。 

•パソコン側で音量を上げてみてください。（詳しくはお使いのパソコンの取扱説明書をご覧 
<ださい。） 

• WAV ファイルの場却ホ、サウンドレ]-ダー ( Windows ® に搭獻で音量を上げて保存しな 
おすことちでさます。 

保存した用件ファイルび 
再生、編集でさない。 

•対応していないファイル形式の用件は再生でさません。また、ファイル形式によっては一部 
の編集機能びお使いになれません。詳しくは、オンラインヘルプをご覧ください。 

• CD から録音されたファイルは、録音を行ったパソコンと異なるオーナー名のパソコンでは 
使用でさません。 

カウンターやスライダー 
の動さびおかしい、 

雑音び入る。 

•インデックスの追加/削除、分割/結合、上書さ録音、追加録音などを行った用件をパソコ 
ン上で再生したとさに発生する場合びあります。 

^いったん八ードディスクに保存してから*再度にレコーダーに戻すと、データび最適化さ 
れ、正常な再生に戻ります。お使いのにレコーダーの形式に合ったファイル形式で保存し 
て < ださい。） 

用件数び多<なると動作 

•録音時間の長さに関係なく、 IC レコーダー内の用件の総数び多いと、処理に時間びかかるこ 


び遅くなる。 とびあります。 
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用件の保存-追加-削除 
中に画面び動かなくなる。 


>録音時間の長い用件の場合、コピーまたは削除に時間びかかります。 
^コピーまたは削除び終了するまでぉ待ちくださぃ。通常の操作びできるよラになります。 


丘]メニューパ’一/ツールバー 

メニューバーは各メニューコマンドを実行しま 
す。ツールバーには、頻繁に使用するメニューコ 
マンドびボタンになってます。詳しくはオンライ 
ンヘルプをご覧ください。 

回 1 C レコーターコンボボックス 

表示したいにレコーダーまたは"メモ U —スティ 
ック"ドライブをにレコーダーコンボボックスか 
ら選びます。選択されたにレコーダー/ "メモ U — 
スティック’’ドライブの用件フォルダび用件フォ 
ルダ表示部に表示されます。 

图にレコーダー側用件フォルダ表示部/用 
件表示部 

上の用件フォルダ表示部には、 1 C レコーダーコン 
ボボックス回で選んだ に レコーダー/ "メモ U - ス 
ティック"ドライブの用件フォルダび一覧表示さ 
れます。用件フォルダ表示部でフォルダを選択す 
ると、選択された用件フォルダ内の用件び下の用 
件表示部に表示されます。用件表示部では、各用 
件の用件番号、録音モード （ ST / STLP / SP / LP )、 
ユーヴー名、タイトル、録音日時、録音時間、重 
要マーク、ブックマーク、アラーム設定、圧縮ち 
式、ファイル名び一覧表示されます。 

H ごミ主意 

に D - BP / に D - ST / に D-SX シリーズでは、ファイル名は表 
示されません。 


团プレーヤー部 

用件の再生操作を行ラ部分です。再生中の用件の情 
報を表示されます。シンプルプレーヤーモードで表 
示することをでさます。 

固 PC 側フォルダツリー表示部/用件表示部 

上のフォルダツ U —表示部には、 PC 内のドライブ 
とフォルダびツ U —表示されます。フォルダツ U — 
表示部でフォルダを選ぶと、選んだフォルダ内の用 
件び下の用件表示部に表示されます。フォルダ切り 
替えボタン（和/呼/国）をク U ックして似前に 
表示したフォルダ、上の階層のフォルダ、またはデ 
スクトップに表示を切り換えることをでさます。用 
件表示部では、各用件のファイル名、録音モード 
( ST / STLP / SP / LP )、 ユーヴー名、タイトル、録音 
曰時、録音時間、重要マーク、ブックマーク、圧縮 
方式び一覧表示されます。 

固特殊操作部 

音声認識 、 CD Recording Tool for DVE 、 音声メ 
ールの各ソフトウエアを起動するためのボタンびあ 
ります。 

H ごミ主意 

1 C レコーダーでの残量表示と Digi ね I Voice Editor での残量表 
示び異なることびありますび、これは 1 C レコーダーびシステム 
上必要な領域を差し引いて表示しているためで、故障ではあり 
ません。 


プレーヤー部（通常時） 


ファイル分割/結合再生スピード （ DPC ) 調整 
I 音量調節/ボイスアップ I 


リピート再生 
I ブックマーク 


00 : 00:01 
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タイトル Appointments 
巧ち日時2003/08/31 14:09 

巧ち時 M 00:00:02 


I -1 

1 ^ 1 

H 

Ld 


カウンター表示 
用件の情報表示 
録音時間表示 


lllu—iMi 


再生制御ボタン（前/後の用件 
へ/早戻し/早送り/停止/再生/イ 
ージーサーチ） 


プレーヤー部（シン 
プルプレーヤー モー 
ド時） 


再生スピード （ DPC ) 調整 



凸 00:00:00 

No . — 001 _ A _001 _ Tes ... 
Meetingl 


音量韶節 


再生スライダー 

用件の再生に合わせてスラ 

イダーが移動します。 


，前に出ず/後ろに隠ず、ク□ーズボタン 
ピート再生ボタン 

生制御ボタン（ボイスアップ再生/前/後の用 
件へ/停止/再生/イージーサーチ） 


L にレコーダー側用件表示部の追加したい位置に 
ドラッグ（③）アンドド□ップ（⑤）する。 

ド□ップする場所にラインび表示され、ラインび 
表示された行に選択した用件び追加されます。 

が 1 C レコーダー側用件表示部の上にあるフォルダ表示部のフ 
オルダ上にドラッグアンドド□ップすると、用件びフオル 
ダ内の最後に追加されます。 


本ソフトウエアを起動 
したとさフリーズ（八ン 
グアップ）してしまラ。 


にレコーダーと通信を行っている間は絶対にケーブルを抜かないでください。パソコンの 
動作び不安定になったり、にレコーダー内のデータび壊れる恐れびあります。 

Windows ® 2000 Professional では管理者権限 （ Administrator )、 または標準ユーヴー権 
限 (Power Users ) に所属するユーヴー名（半角英数字）で□グオンしてお使いください。 
Windows ® XP Professional/Home Edition では必ず「コンピュータの管理者」に所属す 
るユーヴー名（半角英数）で□グオンしてお使いください。 

他にインス!-ールされているドライバおよびアプ U ケーシヨンソフトとのコンフ U クトの 
可能性びあります。 

本ソフトウエアをインストールした後に 、 Memory Stick Voice Editor 1.0/1.1/1.2/2.0 
をインストールしないでください。本ソフトウエアび正常に動作しなくなります。 


アフターヴービス 

調テび悪いとさはまずチェックを 

この説明書ををう一度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□のご案 
内」にあるお近くのソニー サービス 窓□にご相談くだ 
さい。 

保証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。詳しくは保証書をご覧ください。 


ご相談になるときは巧のことをお知5せくださし、。 

• お使いのに レコーダーの 型名 
• Digital Voice Editor のバージョン 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 

• ご使用の環境：一ご使用パソコンの機種名 
ーメモ U —容量 
一八ードディスクなどの容量 
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ファイルとして保存でさます。 

• 自動保を機能で保存する（に D - SX / ST シ U —ズ、 
"メモ U - スティック’’のみ） 

• ドラッグアンドド□ップで保存する化 TF 説明参照） 
• ファイル形式、ファイル名、保存先フォルダ名を指 
定して保存する（オンラインヘルプ参照） 

H ごを意 

• ファイル名には iU 下の文字、記号は使用できません。 
¥/:*?"<>! 

• すでに同じ名前の用件び保をされているときは「ファイ 
ルの上書さの確認」ダイア□グボックスび表示されま 
す。上書きするときは[はい]を、ファイル名を変更す 
るとさは[いいえ]をク U ックして<ださい。 

• 保ちした用件にはアラーム設定の情報は残りません。 

用件を自動的に巧巧する 

(自動保巧）り CD - SX / ST シリーズ、"メ 

モ U — スティック"のみ） 

Digital Voice Editor の起動中に に レ〕ーダー (に〇- 
SX / ST シ U —ズのみ）を接続するか、"メモ U —スティ 
ック"を挿入すると、自動的に未保巧の用件をパソコ 
ンの八ードディスクに保をすることびでさます。自動 
保存の機能を利用するには、あらかじめオプションウ 
ィンドウの自動保をタブで、自動保存を有効に設定し 
ておさます。また、 IC レコーダーの場合は、本体のユ 
ーヴー名を設定しておく必要びあります。詳しくは、 
オンラインヘルプをご覧ください。 

1 Digital Voice Editor 起動中にに D - SX / ST シ 

リーズのにレコーターをパソコンに接続ずる。 
または、"メモリースティック"を挿入する。 

「自動保存の設定」ダイア□グボックスび表示され 
ます。 

このユーザーるのにレコーザーに巧して自か f 呆なぞ実行しますか？ 

贼桂る： の〇づ從〇 
ユーザーを： a 

厂離がお為!縱レ、雨ダーげ接病されてにの。測捕の 

詳础設定が …I 


[ 


J ヘルブ地」 


[自動保存を実行する。]にチェックを付け 
て、 [ OK ] をクリックする。 

に レコーダー内または"メモ U - スティック"内 
の用件び、パソコン上であらかじめ設定したフオ 
ルダに自動的に保存されます。 


用件をドラッグアンドドロップで 
巧をする 

I にレコーダー側の用件表示部で保存したい用件 
をクリックして選ぶ（①)。 

複数の用件（ひとつのフォルダ内）を選択でさま 
す。連続した用件を選ぶ場合は Shift キーを押しな 
びら、離れた用件を選ぶ場合は Ctrl キーを巧しなび 


らク U ックします。 

乃イルのおちの庚示な） K レ]—巧一の PC を）プレーヤ — (P ツ — 

驚撫績 居: 患 . K 

ルの〜 1 け拙 

巧 1胃麗 議 1 廉 . 点 ..., . 

1 も I0D~SXMJ - ズ ちい -284^"' 
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謂 
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H 


PC 側用件表示部にドラッグ（③）アンドド□ッ 
プ（⑤）する。 

用件び PC 側用件表示部に表示され、ノ（ソコンの八 
ードディスクに保存されます。 

ごミ主意 

• PC 側用件表示部のフォルダツ U —表示部にはド□ップでさ 
ません。 

• 用件はオプシヨンウィンドウで設定されたフアイル形式で保 
存されます。ファイル名は自動的に付けられます。 


フォルダ中の用件を一度に保をずる 

に レコーダー 側用件表示部か5保存したい用件フォル 
ダをクリックして選び、 PC 側用件表示部にドラッグア 
ンドド□ツプする。 

用件フオルダ内の用件びフオルダごとオプションウイ 
ンドウで設定されたファイル形式で保存されます。フ 
アイル名は自動的に付けられます。 


を用件を一度に巧をする 

[にレコーダー]メニューか5 [全体保存]を選ぶ。 

「全体保存」ダイア□グボックスび表示されます。保存 
先とファイル形式を指定します。 

フォルダ名は、自動的に ric レコーダーの機種名_本 
体ユーヴー名_現在の年月日」（例： に D - 
SX 20_ UserName _ 2003_07_04)び入力されます。フ 
オルダ内の用件のファイル名は、オプションウインド 
ウでの保存ファイル名の設定に従って自動的に付けら 
れます。 


パソコンに巧巧した用件をにレコーダーに追加ずる 


政下の方法で、"牛ずつまたは1フォルダ内の用件を一 

度に追加でさます。 

• 指定したフォルダの最後に追加する（オンラインへ 
ルプ参照） 

• ドラッグアンドド□ップでフォルダの任意の位置に 
追加する少ソ下説明参照） 

• 新しいフォルダとして追加する aCD-MS シ U - ズ 
のみ） 

H ごミ主意 

• 追加した用件のアラーム設定は解除されています。 

• IC レコーダーのメモ U —いっぱいまで録音されているとき 
や、追加すると 1 フォルダ内の用件び 99 件（"メモ U —ステ 
ィック"の場合は 999 件）を超えてしまう場合は、用件を追 
加することはでさません。用件をいくつか消去してから、操 
作し直してください。 


フォルダ中の用件を一度に IC レ 
コーダーに 追加する 

PC 側用件表示部か5追加]したいフォルダをクリックし 
て選び、にレコーダー側用件表示部の追加したい位置 
にドラッグアンドド□ップずる。 

ド□ップする場所にラインび表示され、ラインび表示 
された行に選択したフォルダ内の用件び追加されま 
す。 

が ICD-MS シ U —ズの場合、 IC レコーダー側用件表示部の上 
にあるフォルダ表示部上にドラッグアンドド□ップする 
と、ド□ップする場所にラインび表示されます。選択したフォ 
ルダび新規フォルダとして登録され、その中に用件び追加され 
ます。 


用件を1件ずつに レコーダーに 追 
加する 

1 PC 側用件表示部で保存したい用件をクリック 
して選ぶ（①)。 

複数の用件を選ぶには、連続して選ぶ場合は Shift 
キーを巧しなびら、離れた用件を選ぶ場合は Ctrl 
キーを巧しなびらク IJ ックします。異なるフアイ 
ル形式のファイルを同時に選べます。 


ソニー株式会社 

干]41-日日日] 
東京都品川区北品川 
目- 7-3 已 


• http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ お客様ご相談センター 

♦ナビダイヤル S ! 0570-00-331 1 (全国どこか!5でも市内通話料でご利用いただけます） 
•携帯電話 .PHS 03-5448-33 11 (ナビダイヤルびご欄できない場合はこちらをご利用ください） 
参 FAX 0466-31-2595 受付時間：月〜金日:00〜20:00 ± .日.祝日日:00〜17:00 


お問い合わせ窓□のご案内 


本製品についてご不明な点や技術的なご質問、故障と 
思われるときのご相談については、下記のお問い合わ 
せ先をご利用ください。 

•ホームぺージで調べるには 一 ►パーソナルオーデイ 
才*カスタ マーヴポー トへ 

( http :// www . sony . co . jp / support - pa /) 

に レコーダーに関する最新サポート情報や、よく 
あるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページです。 

• 電話 ‘ FAX でのお問い合わせは t お客様ご相談セン 
夕一へ（下記電話 ‘ FAX 番号） 


■本製品の商品カテゴ U —は[オーディオ]一[ウオー 
クマン]です。 

■お問い合わせの際は、次のことをお知らせくだ 
さい。 

• お使いのにレコーダーの型名 
• Digital Voice Editor のバージョン 
• ご相談内容；でさるだけ詳しく 
• お買い上げ年月曰 
• ご使用のパソコンの環境 
一ご使用のパソコンの機種名 
ーメモ U —容量 
一八ードディスクなどの容量 




か抑プぶヒ之が之苦ニヮマぶ 

⑩应の回@か〇 @ G 巧 


12 


3 




































































































































































